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(57)【要約】
【課題】　本発明の目的は、低消費電力かつ高コントラ
ストな表示装置を提供することである。
【解決手段】　赤色を発する有機ＥＬ素子と緑色を発す
る有機ＥＬ素子と青色を発する有機ＥＬ素子とを有する
表示装置であって、青色を発する有機ＥＬ素子の光出射
側にのみ発光効率を向上するための構造体が設けられて
いることを特徴とする表示装置。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤色を発する有機ＥＬ素子と緑色を発する有機ＥＬ素子と青色を発する有機ＥＬ素子と
を有する表示装置であって、
　前記青色を発する有機ＥＬ素子の光出射側にのみ発光効率を向上するための構造体が設
けられていることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記青色を発する有機ＥＬ素子の発光領域は、前記赤色を発する有機ＥＬ素子及び前記
緑色を発する有機ＥＬ素子の発光領域よりも小さいことを特徴とする請求項１に記載の表
示装置。
【請求項３】
　前記青色を発する有機ＥＬ素子は蛍光を発することを特徴とする請求項２に記載の表示
装置。
【請求項４】
　前記前記赤色を発する有機ＥＬ素子及び前記緑色を発する有機ＥＬ素子は燐光を発する
ことを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　蛍光を発する有機ＥＬ素子と燐光を発する有機ＥＬ素子とを有する表示装置であって、
前記蛍光を発する有機ＥＬ素子の光出射側にのみ発光効率を向上するための構造体が設け
られていることを特徴とする表示装置。
【請求項６】
　前記蛍光を発する有機ＥＬ素子の発光領域は、前記燐光を発する有機ＥＬ素子の発光領
域よりも小さいことを特徴とする請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記有機ＥＬ素子は共振器構造を有することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１
項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記発光効率を向上するための構造体はレンズであることを特徴とする請求項１乃至７
のいずれか１項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　有機ＥＬ素子を用いた表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ素子は、基板側に配置される第１電極と、発光層を含む有機化合物層と、第２
電極とが積層されて構成されている。有機ＥＬ素子を用いた表示装置の課題として消費電
力低減があり、有機ＥＬ素子の発光効率の向上が求められる。
【０００３】
　この課題に対して特許文献１では、第１電極と第２電極の両方に金属を用いる共振器構
造を導入することにより発光効率の向上を試みている。また、特許文献２では、すべての
有機ＥＬ素子の光出射側にレンズを配置することで、有機ＥＬ素子内に閉じ込められてい
た光を空気中に取り出すと同時に正面へ集光することで、発光効率を向上させている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１０９７７５号公報
【特許文献２】特開２００４－０３９５００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　一般的に、金属薄膜の反射率は、図２で示すように可視光領域の短波長では小さくなる
。そのため、青色、緑色、赤色を発する有機ＥＬ素子を備えた表示装置において、光の出
射側の電極として金属薄膜を用いる場合には、青色を発する有機ＥＬ素子で他の色を発す
る有機ＥＬ素子よりも共振効果が小さくなる。その結果、特許文献１のような共振器構造
を導入する場合、青色を発する有機ＥＬ素子の発光効率が他の色を発する有機ＥＬ素子ほ
どは向上しない。このため、表示装置全体の消費電力が低下しないという課題がある。
【０００６】
　また、特許文献２のような、レンズを設ける場合には、レンズ表面における外光の散乱
、および、斜入射光がレンズにより正面に反射されるため、コントラストが低下するとい
う課題がある。
【０００７】
　本発明の目的は、低消費電力かつ高コントラストな表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、赤色を発する有機ＥＬ素子と緑色を発する有機ＥＬ素子と青色を発する有機
ＥＬ素子とを有する表示装置であって、前記青色を発する有機ＥＬ素子の光出射側にのみ
発光効率を向上させるための構造体が設けられていることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明は、蛍光を発する有機ＥＬ素子と燐光を発する有機ＥＬ素子とを有する表
示装置であって、前記蛍光を発する有機ＥＬ素子の光出射側にのみ発光効率を向上させる
ための構造体が設けられていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、低消費電力かつ高コントラストな表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明に係る表示装置の一例を示す斜視模式図および断面模式図
【図２】金属薄膜における反射率の波長分散を示す図
【図３】本発明に係る表示装置の他の例を示す断面模式図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明に係る表示装置の実施の形態について図面を参照して説明する。なお、本
明細書で特に図示または記載されない部分に関しては、当該技術分野の周知または公知技
術を適用する。また以下に説明する実施形態は、発明の一つの実施形態であって、これら
に限定されるものではない。
【００１３】
　図１（ａ）は、本発明の実施形態に係る表示装置を示す斜視模式図である。本実施形態
の表示装置は、有機ＥＬ素子を備える画素１を複数有している。そして、複数の画素１は
マトリックス状に配置され、表示領域２を形成している。なお、画素とは、１つの発光素
子の発光領域に対応した領域を意味している。本実施形態の表示装置では、発光素子は、
有機ＥＬ素子であり、画素１のそれぞれに１つの色の有機ＥＬ素子が配置された表示装置
である。有機ＥＬ素子の発光色としては、赤色、緑色、青色が挙げられ、そのほかに黄色
、シアンでもよい。また、本実施形態の表示装置には、発光色の異なる複数の画素（例え
ば赤色を発する画素、緑色を発する画素、及び青色を発する画素）からなる画素ユニット
が複数配列されている。画素ユニットとは、各画素の混色によって所望の色の発光を可能
とする最小の単位を示す。
【００１４】
　図１（ｂ）は、図１（ａ）のＡ－Ｂ線における部分断面模式図である。１つの画素は、
基板１０上に、第１電極（陽極）１１と、正孔輸送層１２と、発光層１３Ｒ，１３Ｇ，１
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３Ｂと、電子輸送層１４と、第２電極（陰極）１５と、を備える有機ＥＬ素子３を有して
いる。本発明の有機ＥＬ素子３は発光層から放射されて第１電極１１に向かう光を反射す
る反射面を第１電極１１に有し、第２電極１５から光を出す構成である。また、発光層１
３Ｒは赤色を発する発光層、発光層１３Ｇは緑色を発する発光層、発光層１３Ｂは青色を
発する発光層である。発光層１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂはそれぞれ、赤色、緑色、青色を発
する画素（有機ＥＬ素子３）に対応してパターン形成されている。また、第１電極１１も
、隣の画素（有機ＥＬ素子３）の第１電極１１と分離されて形成されている。そして、正
孔輸送層１２と電子輸送層１４と第２電極１５は、隣の画素と共通で形成されていてもよ
いし、画素毎にパターン形成されていてもよい。なお、第１電極１１と第２電極１５とが
異物によってショートするのを防ぐために、画素（より具体的には、第１電極１１）間に
絶縁層２０が設けられている。
【００１５】
　赤色、緑色、青色を発する有機ＥＬ素子を発光させて混色させ正面に白色を表示する際
の表示装置の消費電力は、有機ＥＬ素子の正面の発光効率の影響を受けるため、消費電力
を下げるためには各有機ＥＬ素子の発光効率［ｃｄ／Ａ］を上げることが望ましい。
【００１６】
　発光効率を向上させる手段としては、回折格子やレンズなどの２次元もしくは３次元か
らなる発光効率を向上させるための構造体を有機ＥＬ素子の光取り出し側に設けることが
考案されている。しかし、このような構造体を設けると、構造体表面における外光の散乱
や、斜め方向の入射光が回折、散乱、屈折して正面方向の反射光となることによって、コ
ントラストが低下するという課題がある。
【００１７】
　つまり、消費電力の低減のためには発光効率を向上させるための構造体を設けることが
望ましいが、この構造体を設けることによりコントラストの低下を招いてしまう。
【００１８】
　本発明は、表示装置において重要な課題であるコントラストを損なうことなく、白色表
示時の消費電力の低減することを目的とする。具体的には、本実施形態の表示装置では、
異なる色を発する複数の有機ＥＬ素子のうち消費電力が最も大きい有機ＥＬ素子の光出射
側にのみ、発光効率を向上させるための構造体が設けられた構成を採っている。図１（ｂ
）では、消費電力が最も大きい有機ＥＬ素子は青色を発する有機ＥＬ素子であり、発光効
率を向上させるための構造体はレンズ３０である。なお、図１（ｂ）では、レンズ３０と
各有機ＥＬ素子３の間には、水分や酸素から有機ＥＬ素子３を保護する保護層４０が配置
されている。
【００１９】
　青色を発する有機ＥＬ素子が消費電力が最も大きくなる理由は以下のとおりである。光
出射側にある第２電極１５を５ｎｍ以上３０ｎｍ以下のＡｇなどの金属薄膜で構成する場
合には、図２で示すように、第２電極１５の反射率が短波長領域で小さくなっている。こ
れは短波長領域において金属薄膜での吸収が大きいことが理由として考えられる。各有機
ＥＬ素子の第２電極１５として金属薄膜を用いる場合には、各有機ＥＬ素子が共振器構造
を有する構成となり、発光効率の向上が期待される。ただし、共振器構造は共振部におい
て多重反射を繰り返すため、吸収が大きい部材が存在すると多重反射による吸収増加量が
優るため発光効率は向上しない。一般的に金属薄膜は短波長側の吸収が大きいため、青色
有機ＥＬ素子の共振効果は他の色よりも小さくなり、青色を発する有機ＥＬ素子の発光効
率は他の色の素子よりも小さくなってしまい、その結果青色有機ＥＬ素子の消費電力は他
の色の素子よりも大きくなってしまう。なお、共振器構造とは、具体的には第１電極１１
にある反射面と第２電極１５にある反射面との間で多重干渉効果を利用して特定の波長を
強めるものである。そして、共振器構造を有する有機ＥＬ素子は、第１電極１１にある反
射面と第２電極１５にある反射面との間の光学距離Ｌは以下の式１を満たすように、有機
化合物層の膜厚などが設定されている。
Ｌ＝（λ／２）×（ｍ＋（φ／２π））　　　・・・式１
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　ここで、λは有機ＥＬ素子が発する光のスペクトルの最大ピーク波長、ｍは０以上の整
数、φは第１電極１１にある反射面と第２電極１５にある反射面それぞれで発光層からの
光を反射する際の位相シフトの和である。
【００２０】
　また、青色の発光材料として実用可能な燐光材料の開発は遅れており、青色を発する有
機ＥＬ素子の発光材料として蛍光材料を使用することが多い。一方で赤色、緑色の燐光材
料は実用可能である。赤色の燐光材料としては、化１で表される、ｂｔｐ２Ｉｒ（ａｃａ
ｃ）、Ｉｒ（ｐｉｑ）３、Ｉｒ（ｔｉｑ）３が挙げられ、緑色の燐光材料としては、化２
で表される、Ｉｒ（ｐｐｙ）３、Ｉｒ（ＣＨ３－ｐｐｙ）３が挙げられる。このため、赤
色を発する有機ＥＬ素子、緑色を発する有機ＥＬ素子において燐光材料を使用した場合、
青色を発する有機ＥＬ素子とその他の色の有機ＥＬ素子との内部量子効率の差は大きくな
ってしまう。
【００２１】
【化１】

【００２２】
【化２】

【００２３】
　なお、基底状態から一重項励起状態へ励起された後、そこから基底状態に戻る際に放射
される光を蛍光と呼び、一重項励起状態から三重項励起状態に遷移した後、そこから基底
状態に戻る際に放射される光を燐光と呼ぶ。
【００２４】
　また、有機ＥＬ素子が共振器構造を有していなくても、少なくとも第１電極１１の金属
層によって、短波長（青）領域の光が吸収されるので、青色を発する有機ＥＬ素子の発光
効率が他の色を発する有機ＥＬ素子よりも小さくなってしまう。このため、青色を発する
有機ＥＬ素子の光出射側にのみ発光効率を向上させるための構造体を設けることが好まし
い。
【００２５】
　さらに、発光色に限らず、蛍光を発する有機ＥＬ素子と燐光を発する有機ＥＬ素子とを
備える表示装置では、内部量子効率の小さい、つまり発光効率の小さい蛍光を発する有機
ＥＬ素子の光出射側にのみ発光効率を向上させるための構造体を設けることも好適である
。蛍光を発する有機ＥＬ素子と燐光を発する有機ＥＬ素子が混載された表示装置の場合、
消費電力の大半は蛍光を発する有機ＥＬ素子の駆動に用いられている。したがって、蛍光
を発する有機ＥＬ素子の消費電力を低下させるだけで、表示装置の消費電力を大きく低減
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することができる。
【００２６】
　図１（ｂ）のような半球レンズを用いる場合、レンズ３０の焦点に有機ＥＬ素子の発光
層の発光位置が位置されるよう、レンズ３０と発光位置の間の距離が規定されるのが好ま
しい。また、有機ＥＬ素子の発光領域がレンズ３０のレンズ径に対して小さくする方が光
取り出し効率の向上に効果的である。このため、レンズ３０が設けられた有機ＥＬ素子（
消費電力が最も大きい有機ＥＬ素子）の発光領域が他の色を発する有機ＥＬ素子の発光領
域よりも小さいことが望ましい。ただし、有機ＥＬ素子の発光領域（開口率）を小さくし
た場合、発光に必要な電流密度が増大する。燐光を発する有機ＥＬ素子は蛍光を発する有
機ＥＬ素子よりも、電流密度が増大すると発光効率が低下するロールオフ現象が顕著であ
る。このため、発光領域を小さくしても発光効率が小さくならないようにするために、レ
ンズ３０が設けられた有機ＥＬ素子（消費電力が最も大きい有機ＥＬ素子）は蛍光を発す
る有機ＥＬ素子であることが好ましい。
【００２７】
　基板１０は、ＴＦＴやＭＩＭ等のスイッチング素子（不図示）が形成された絶縁性の基
板であり、ガラス、プラスチック等からなる。また、基板１０は、スイッチング素子と第
１電極１１とを電気的に接続するためのコンタクトホールが形成された層間絶縁膜を有し
ていてもよい。さらに、基板１０には、スイッチング素子の凹凸を平坦化するための平坦
化膜を有していてもよい。
【００２８】
　第１電極１１は、Ａｌ、Ｃｒ、Ａｇなどの金属単体やそれらの合金からなる金属層を用
いることができる。さらに、酸化インジウムと酸化錫の化合物層や酸化インジウムと酸化
亜鉛の化合物層などの透明酸化物導電層を金属層の上に積層する構成を採ることもできる
。第１電極１１の膜厚は、５０ｎｍ以上２００ｎｍ以下が好ましい。なお、透明とは、可
視光域（波長４００ｎｍ乃至７８０ｎｍ）において４０％以上の光透過率を有することを
いう。
【００２９】
　第１電極１１にある反射面は、第１電極１１が金属層のみからなる場合には金属層と有
機化合物層との界面であり、第１電極１１が金属層と透明酸化物導電層との積層構成であ
る場合には金属層と透明酸化物導電層との界面である。
【００３０】
　正孔輸送層１２は、正孔注入性、正孔輸送性を備える有機化合物の単層又は複数の層か
らなる。一方、電子輸送層１４は、電子注入性、電子輸送性を備える有機化合物の単層又
は複数の層からなる。また、必要に応じて、正孔輸送層１２として、発光層から陽極側に
電子が移動するのを抑制するために、電子ブロッキング層を設けることもできる。また、
電子輸送層１４として、正孔ブロッキング層を設けることもできる。また、正孔輸送層１
２、電子輸送層１４として、発光層で発生した励起子の拡散を抑制するための励起子ブロ
ッキング層を設けることもできる。
【００３１】
　赤色を発する発光層１３Ｒ、緑色を発する発光層１３Ｇ、青色を発する発光層１３Ｂと
しては、特に制限はなく公知の材料を適用することが可能である。例えば、発光性とキャ
リア輸送性を兼ね備える材料の単一層や、蛍光材料、燐光材料等の発光性材料をキャリア
輸送性のホスト材料の混合層を適用することができる。
【００３２】
　各発光層１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ、正孔輸送層１２、電子輸送層１４には、公知の材料
を使用することができ、成膜手法も蒸着法や転写法等公知の成膜手法を用いることができ
る。また、各層の膜厚は、各色の有機ＥＬ素子の発光効率を上げるために最適な膜厚にす
ることが望ましく、それぞれ５ｎｍ以上１００ｎｍ以下の膜厚であることが望ましい。
【００３３】
　第２電極１５は、Ａｌ、Ｃｒ、Ａｇなどの金属単体やそれらの合金からなる金属薄膜を
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使用することができる。特にＡｇを含む金属薄膜は吸収率が低く、比抵抗も低いため、第
２電極１５として好ましい。第２電極１５の膜厚が５ｎｍ以上３０ｎｍ以下であることが
好ましい。また、第２電極１５は上述した金属薄膜と酸化インジウムと酸化錫の化合物層
や酸化インジウムと酸化亜鉛の化合物層などの透明酸化物導電層とが積層された構成であ
ってもよいし、透明酸化物導電層のみで構成されていてもよい。
【００３４】
　第２電極１５にある反射面は、第２電極１５が金属層を有する場合には、金属層の有機
化合物層側の面である。第２電極１５が透明酸化物導電層のみで構成される場合には、透
明酸化物導電層と有機化合物層との界面と透明酸化物導電層と保護層４０との界面のうち
屈折率差が大きい界面が第２電極１５にある反射面となる。
【００３５】
　保護層４０は、材料や成膜手法は公知のものを使用することができる。一例としては、
窒化珪素や酸窒化珪素、酸化珪素をＣＶＤ装置で成膜する方法が挙げられる。保護層４０
の膜厚は、保護性能を有するために０．５μｍ乃至１０μｍであることが好ましい。
【００３６】
　レンズ３０は、水分含有が少ない熱硬化型樹脂、熱可塑性樹脂、光硬化型樹脂を用いる
ことができる。レンズ３０の膜厚は、１０μｍ乃至１００μｍが好ましい。熱硬化型樹脂
と光硬化型樹脂を用いた場合、成膜方法としては、スピンコート法、ディスペンス法など
を用いることが可能である。また、保護層４０上に、膜厚１０μｍ乃至１００μｍ程度の
熱可塑性樹脂のフィルムを真空下にて貼りつける方法も用いることができる。具体的な樹
脂材料としては、エポキシ樹脂、ブチル樹脂が好適に用いられる。
【００３７】
　レンズ３０の製造方法は、以下の方法が挙げられる。
（１）レンズの型を用意し、その型を樹脂層に対して押圧してレンズ形状に形成する方法
。
（２）フォトリソなどによってパターニングされた樹脂層を熱処理し、リフローによって
樹脂層をレンズ形状に変形させる方法。
（３）均一の厚さに形成された光硬化型樹脂層を、面内方向に分布を持った光で露光し、
この樹脂層を現像することによってレンズを形成する方法。
（４）イオンビームあるいは電子ビーム、レーザー等を用いて、均一の厚さに形成された
樹脂材料の表面をレンズ形状に加工する方法。
（５）各画素に適量の樹脂を滴下して自己整合的にレンズを形成する方法。
（６）有機ＥＬ素子が形成された基板とは別個に、レンズが予め形成された樹脂シートを
用意し、両者をアライメントした後、貼り合せることによりレンズを形成する方法。
これ以外でもレンズ形成可能な方法であればどの方法でもよい。
【００３８】
　またレンズ３０の材料として窒化珪素や酸化珪素といった無機物を用いてもよい。その
場合は、まずＣＶＤ法にて窒化珪素層や酸化珪素層を形成し、その上に樹脂にてレンズ形
状の構造物を作成する。これらをドライエッチングすることで窒化珪素層や酸化珪素層に
レンズ形状が転写される。また、レンズ３０は、保護層４０の表面をレンズ形状に加工す
ることによって形成されていてもよい。
【００３９】
　なお、レンズ３０は、集光特性を有していれば凸形状でも凹形状でもよい。「集光特性
」とは、レンズがない平坦な取り出し表面での光線の放射特性に比べて正面方向の強度が
大きくなる特性のことである。レンズの集光特性は、有機ＥＬ素子の発光面積、レンズの
曲率、発光面からレンズまでの距離、レンズの材料の屈折率などに依存し、これらをパラ
メータとして、所望の集光特性が得られるようにレンズを設計することが好ましい。
【００４０】
　また、消費電力が最も大きい有機ＥＬ素子の光出射側にのみ設けられる発光効率を向上
させるための構造体としては、図３に示すように回折格子３１であってもよいし、さらに
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、微粒子、プリズムシートなどの公知の構造体でもよい。また、レンズ形状に関しても半
球に限らず、ピラミッド形状等の非球面であってもよい。
【００４１】
　なお、本実施形態は基板１０とは反対側から光が出射されるトップエミッション型の表
示装置であるが、基板１０側から光が出射されるボトムエミッション型の表示装置でも有
効である。
【００４２】
　本発明の表示装置の用途として、高輝度による視認性の向上が重要なモバイル用途、例
えばデジタルカメラの背面モニタ、携帯電話用ディスプレイなどが挙げられる。また、同
じ輝度でも低消費電力が期待されるので、屋内で使用する用途にも有用である。
【００４３】
　本発明は、上述した趣旨を逸脱しない限り、以上説明した構成に限られることはなく、
種々の応用・変形が可能である。
【００４４】
　（実施例１）
　実施例１として、図１で示すような、消費電力が最も大きい青色を発する有機ＥＬ素子
の光出射側にのみ半球レンズ３０を設けた表示装置を以下に示す方法で作製した。
【００４５】
　まず、ガラス基材上に、低温ポリシリコンからなるＴＦＴ駆動回路（図示省略）を形成
し、その上にアクリル樹脂からなる平坦化膜（図示省略）を形成して透明絶縁性基板１０
とした。
【００４６】
　次に、第１電極１１（陽極）としてＡｇ合金と酸化インジウム錫とからなる積層膜をそ
れぞれスパッタリング法により形成し、各画素の発光領域に合わせてパターニングした。
そして、絶縁層２０としてポリイミド系樹脂をスピンコートし、フォトリソグラフィによ
って画素に応じた発光領域となるようにパターニングした。なお、青色を発する有機ＥＬ
素子の発光領域が他の色よりも小さくなるように絶縁層２０を形成した。
【００４７】
　次に、各有機化合物層を順次、真空蒸着法により成膜した。各発光色において、第１電
極１１にある反射面と後に形成される第２電極１５にある反射面との間の光学距離が式１
を満たすように、正孔輸送層１２の膜厚を各発光色で変えて形成した。また、青色を発す
る有機ＥＬ素子の発光層１３Ｂに含まれる発光材料としては蛍光材料であり、緑色、赤色
を発する有機ＥＬ素子の発光層１３Ｇ，１３Ｒに含まれる発光材料としては燐光材料を用
いた。なお、電子輸送層１４は各発光色で共通の材料で共通の膜厚で形成した。
【００４８】
　次に第２電極１５として、Ａｇ合金を真空蒸着法により各発光色の有機ＥＬ素子にわた
って成膜した。その後、保護層４０としてＣＶＤ法により窒化珪素層を成膜した。
【００４９】
　次に、窒化珪素層上に感光性レジストをスピンコートし、フォトマスクを用いて露光・
現像を行った。フォトマスクは青色を発する有機ＥＬ素子の上部にのみ露光するための開
口を有していた。その後ポストベークを行い、レジスト形状をリフローさせた。ドライエ
ッチングによりレジストパターンごと窒化珪素層をエッチングすることで、保護層４０の
表面でかつ、青色を発する有機ＥＬ素子３の光出射側にのみ、半球レンズ３０が加工され
て形成された。
【００５０】
　さらに、半球レンズ３０を形成した後、封止ガラス（図示省略）によって有機ＥＬ素子
の封止を行い、円偏光板（図示省略）を封止ガラスの上に貼り付けた。
【００５１】
　（比較例１）
　比較例１は、実施例１に対してレンズ３０を設けなかった点が異なり、それ以外の構成
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は実施例１と同じであった。
【００５２】
　（比較例２）
　比較例２は、実施例１に対して赤色、緑色を発する有機ＥＬ素子の光出射側にもレンズ
３０を設けた点が異なり、それ以外は実施例１と同じ構成であった。
【００５３】
　（比較例３）
比較例３は、実施例１に対して青色を発する有機ＥＬ素子の光出射側ではなく赤色を発す
る有機ＥＬ素子の光出射側にのみレンズを設けた点が異なり、それ以外は実施例１と同じ
構成であった。
【００５４】
　（比較例４）
　比較例４は、実施例１に対して青色を発する有機ＥＬ素子の光出射側ではなく緑色を発
する有機ＥＬ素子の光出射側にのみレンズを設けた点が異なり、それ以外は実施例１と同
じ構成であった。
【００５５】
　＜表示装置の評価＞
　上記実施例１および比較例１乃至４の消費電力の相対値と外光反射（ＳＣＥ）測定値を
表１にまとめた。外光反射（ＳＣＥ）測定にはコニカミノルタ製分光測色計ＣＭ－２６０
０ｄを用いた。なお、ＳＣＥは正反射光を除去し拡散散乱光の反射率を主に測定する指標
である。表示装置においては、ＳＣＥの値は０．５％以下が好ましい。また、消費電力は
比較例１を１．００とした時の相対値で表されている。
【００５６】
　表１より、実施例１は比較例１に対して消費電力が７割以下となり、比較例２よりもＳ
ＣＥが低く、０．５％よりも小さい値であった。また実施例１は比較例３及び４よりも消
費電力が低かった。
【００５７】
【表１】

【００５８】
　（実施例２）
　実施例２は、実施例１とは以下の点が異なっている。すなわち、実施例２は緑色発光層
１３Ｇに含まれる発光材料は蛍光材料である点、すべての有機ＥＬ素子の発光領域が同じ
大きさである点、レンズ３０ではなく回折格子３１が設けられた点、が実施例１と異なっ
ている。
【００５９】
　実施例２は図３で示す構成の表示装置である。実施例２は、保護層４０を形成するまで
は実施例１の工程と同じ製造方法で形成した。
【００６０】
　次に、保護層４０の上に、樹脂材料をスピンコートした後に、ナノインプリント法を適
用し回折格子のパターンを青色を発する有機ＥＬ素子の光出射側にのみ形成した。
【００６１】
　（比較例５）
　比較例５は、実施例２に対して回折格子３１を設けなかった点が異なり、それ以外の構
成は実施例２と同じであった。
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　（比較例６）
　比較例６は、実施例２に対して赤色、緑色を発する有機ＥＬ素子の光出射側にも回折格
子３１を設けた点が異なり、それ以外は実施例２と同じ構成であった。
【００６３】
　（比較例７）
比較例７は、実施例２に対して青色を発する有機ＥＬ素子の光出射側ではなく赤色を発す
る有機ＥＬ素子の光出射側にのみ回折格子を設けた点が異なり、それ以外は実施例２と同
じ構成であった。
【００６４】
　（比較例８）
　比較例８は、実施例２に対して青色を発する有機ＥＬ素子の光出射側ではなく緑色を発
する有機ＥＬ素子の光出射側にのみ回折格子を設けた点が異なり、それ以外は実施例２と
同じ構成であった。
【００６５】
　＜表示装置の評価＞
　上記実施例２および比較例５乃至８の消費電力の相対値と外光反射（ＳＣＥ）測定値を
表２にまとめた。消費電力は比較例５を１．００とした時の相対値で表されている。
【００６６】
　表２より、実施例２は比較例５に対して消費電力が７割以下となり、比較例６よりもＳ
ＣＥが低く、０．５％よりも小さい値であった。また実施例２は比較例７及び８よりも消
費電力が低かった。
【００６７】
【表２】

【符号の説明】
【００６８】
　３　有機ＥＬ素子
　３０　レンズ
　３１　回折格子
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